
復興に向けて～平成 30年７月豪雨～

復
旧
融
資
利
子
補
給
金
交
付
事
業

　
被
災
し
た
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
の
復

興
支
援
を
図
る
た
め
、
制
度
融
資
な
ど
を

利
用
し
た
事
業
所
へ
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

対
象　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事

業
者　
②
市
内
に
主
た
る
事
業
所
も
し
く

は
事
務
所
を
有
す
る
法
人　
③
市
が
工
業

団
地
を
設
け
て
市
内
に
誘
致
し
た
法
人

対
象
融
資　
平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
平

成
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
受
け
た
次
の
融
資

○
岡
山
県
危
機
対
策
資
金（
危
機
関
連
お

よ
び
知
事
特
認
）

○
日
本
政
策
金
融
公
庫（
災
害
復
旧
貸
付
）

○
商
工
組
合
中
央
金
庫（
災
害
復
旧
資
金
）

補
給
率　
１・０
％
以
内

融
資
限
度
額　

１
企
業
３
０
０
０
万
円

（
融
資
を
２
種
類
以
上
借
受
し
た
場
合
は

合
算
し
た
額
）

対
象
期
間　
払
込
開
始
月
か
ら
３
年
間

申
請
期
間　
毎
年
12
月
末
ま
で
に
支
払
っ

た
利
息
を
翌
年
３
月
末
ま
で
に
申
請

申
請
要
件　
市
税
を
完
納
し
、
り
災
証
明

を
受
け
て
い
る
こ
と

※
事
務
所
を
市
外
に
移
転
し
た
場
合
や
事

業
を
廃
止
し
た
場
合
は
そ
の
日
が
終
期
と

な
り
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

高
梁
市
中
小
企
業
等

　
　
再
建
補
助
金
交
付
事
業

　
被
災
し
て
事
業
の
継
続
が
困
難
な
中
小

企
業
な
ど
が
、
施
設
設
備
の
原
状
回
復
に

活
用
で
き
る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業

者
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
も
し
く

は
事
務
所
を
有
す
る
法
人（
市
税
を
完
納

し
、
り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

※
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額　
建
物
な
ど
の
修
繕
、
建
物
な
ど

に
付
属
す
る
設
備
の
修
繕
・
更
新
、
機
械

装
置（
付
属
の
工
具
備
品
を
含
む
）や
備
品

の
修
繕
ま
た
は
購
入
、
そ
の
他
市
長
が
必

要
と
認
め
る
経
費（
15
万
円
以
上
）

※
損
害
保
険
金
な
ど
が
支
払
わ
れ
て
い
る
場

合
は
補
助
対
象
経
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

補
助
対
象
額　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内（
上
限
額
30
万
円
）

申
請
書
類　
中
小
企
業
等
再
建
補
助
金
交

付
申
請
書
、
対
象
経
費
積
算
書
、
経
費
積

算
の
元
と
な
る
見
積
書
な
ど
の
写
し
、
り

災
証
明
書
の
写
し
、
そ
の
他
市
長
が
必
要

と
認
め
る
書
類

※
被
災
状
況
が
分
か
る
写
真
や
見
積
書
、

領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

高
梁
市
雇
用
安
定
助
成
金
事
業

　
被
災
し
た
中
小
企
業
な
ど
の
雇
用
の
安

定
・
維
持
を
図
る
た
め
、
国
の
雇
用
調
整

助
成
金
に
併
せ
て
助
成
し
ま
す
。

対
象　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交
付
決

定
を
受
け
た
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す

る
法
人
、
ま
た
は
個
人
事
業
者

助
成
額　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
う

ち
、
休
業
に
係
る
交
付
決
定
金
額
の
３
％

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

助
成
期
間　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交

付
決
定
ご
と
に
６
判
定
基
礎
期
間
ま
で

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
高
梁
市
雇
用
安

定
助
成
金
交
付
申
請
書
、
国
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
支
給
申
請
書
お
よ
び
助
成
金
算

定
書
の
写
し
、
り
災
証
明
書
の
写
し
、
納

税
証
明
書

受
付
期
間　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交

付
決
定
日
か
ら
３
カ
月
以
内

医
療
費
な
ど
の
一
部
負
担
金

を
免
除

　
被
災
し
た
人
は
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
利
用
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
高
梁
市
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①
住
家
の
全
半
壊
、
床
上
浸
水
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た　
②
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た　
③
主
た
る
生
計
維
持
者
の

行
方
が
不
明
で
あ
る　
④
主
た
る
生
計
維

持
者
が
業
務
を
廃
止
、
ま
た
は
休
止
し
た

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現
在

収
入
が
な
い

対
象
期
間　
10
月
末
診
療（
利
用
）分
ま
で

還
付
申
請
に
必
要
な
書
類　
被
保
険
者
証
、

領
収
書
、
り
災
証
明
書
の
写
し
、
事
実

が
確
認
で
き
る
書
類 

（
②
～
⑤
の
場
合
）、

印
鑑
、
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
通
帳

な
ど
）

受
付
場
所　

医
療
連
携
課
、
介
護
保
険

課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

※
一
部
還
付
の
対
象
外
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

　
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
２
９
９

被
災
事
業
者
へ
の
支
援
制
度

ベンガラのまちがにぎわう
９月15日　吹屋ふるさと村（成羽町）

観光客らを魅了した「吹屋小唄踊り」

　「吹屋ベンガラ灯
あか

り」（中野吹屋
青年団主催）が開催されました。
　陶製の手作り灯

とうろう

籠が立ち並ぶ吹
屋の町並みに、吹屋小唄の歌声と三味線、尺八の
音色が響き、ベンガラ色に染められた浴衣姿の踊
り手がしなやかに、黒装束の踊り手が力強く踊り
ました。

連携して地域活性化に取り組む
９月14日　高梁市役所（松原通）

　買い物困難者の支援や高齢者の就労支援、災害
時の物資供給など連携した取り組みを進めていく
ため、「地域活性化包括協定」を（株）セブン－イ
レブン・ジャパンと締結しました。
　この協定により、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
の設置や広報紙を店舗に置くなど、市民サービス
の向上につなげていきます。

市内店舗のオーナーも出席

来館者数が100万人を突破！
９月22日　高梁市図書館（旭町）

　高梁市図書館の来館者
数がオープンから 100 万

人を突破しました。100 万人目の来館者となっ
た吉備国際大学の間

まみょう

明瀬
せ な

奈さんと小
おや ま

山裕
ゆ み

美さん
に、花束と記念品を贈呈しました。また、市内の
小学生や来館者などが未来への想いを記入して作
成した「復興の樹

き

」も披露されました。

100 万人目が来館

優勝を目指して白球を追う !
10月６日　平松政次球場（松原町）ほか

　「第 25回平松政次旗学童軟式野
球大会」（高上川学童軟式野球連盟
主催）が開催されました。

　開会式に先立ち、本市出身で元プロ野球選手の
平
ひら

松
まつ

政
まさ

次
じ

さんの功績をたたえ、「神原スポーツ公
園野球場」の愛称を「平松政次球場」と命名し看
板除幕式を行いました。

健闘を誓う選手宣誓

まちのできごと

8H30 (2018) 10 月9 H30 (2018) 10 月


